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2018 年 12 月 23 日配信 

 

ランプン州で津波発生－バリは依然として安全が保たれています 

 

 

去る 12 月 22 日（土）午後 9 時２７分（現地時間）に、インドネシアの（ジャワ島西端）パンデグラ

ンとセラン、及び（スマトラ島東端）南ランプンにて津波が発生しました。インドネシア国家防災庁

は、津波はクラカタウ火山の噴火が原因である旨発表しました。 

 

津波は西ジャワ州（西端）のタンジュン・ルスンビーチを含む他の観光地にも発生しました。 

 

然しながら、バリ島は津波発生地より約 1,400km 離れており、依然として安全です。バリ島のお

客様はこの“ワンダフル・アイランド”で、特にクリスマス休暇を楽しむ人々で混雑しています。 

 

旅行者の皆様は、津波情報や天気予報の情報を www.bmkg.go.id (インドネシア国家防災庁

公式サイト)又はバリ州政府防災庁の電話番号+62-361-251177 によってそれぞれ得ることが

出来ます。 
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